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今シーズンの高病原性鳥インフルエンザの発生は、令和４年シーズンに匹
敵する事態となっており、国、都道府県、自衛隊等関係機関の方々によるご
尽力に心からの感謝を表明、生産者も農林水産大臣のメッセージを十二分に
理解し防疫の徹底に努めているとしたうえ、完全に防御することは難しいと
いう実態を説明し、以下について訴えました。 
 
 

１. 発生農場の殺処分時における羽根やほこりの鶏舎外排出によるウィル  
ス拡散を防止するため、排出口への不織布シート等による密閉や消毒液
の散布といった対応等を普及・推進すること。 
 

２. 埋却地の確保やレンダリング・焼却による処分を円滑に行えるよう、一
層の支援を図ること。 
 

３.ＥＵにおいてワクチンの検討が活発化し、また、米国の養鶏業界におい
てもワクチンに対する関心が高まっていることも踏まえ、我が国でワク  

  チンの効果や課題などの評価・検証に取り組むこと。 
 
 

なお、要請活動に参加した理事は、２月１４日は、米山大介会長、落水日

朗理事、仙田学理事、中山真一理事、中山晋吾理事、原田睦彦理事、石井馨

専務理事、中本博総務部長、また、２月１７日は、米山大介会長、高松信吾

副会長、杉原勲理事、鈴木憲一理事、仙田学理事、高野英夫理事、中山真一

理事、中山晋吾理事、原勇理事、原田睦彦理事、門田和晴理事、石井馨専務

理事、中本博総務部長でした。 

 

令和７年２月１４日及び１７日、米山会⾧をはじめとする
生産者である理事により、江藤農林水産大臣、森山自民党
幹事⾧等に、高病原性鳥インフルエンザ・ワクチン等に関する
要請書を提出しました。 
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２月１４日（金） 
〇 江藤拓農林水産大臣への要請 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 自民党 上月良祐農林部会長への要請 
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２月１７日（月） 
〇 自民党 森山裕幹事長への要請 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〇 自民党 宮下一郎総合農林政策調査会長への要請 
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〇 自民党 畜産酪農対策委員会 簗和生委員長への要請 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 自民党 葉梨康弘鳥インフルエンザ等家畜防疫対策本部長への要請 
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